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２０２５年度 第二分科会 活動報告 
 

１．会員校及び会員数 58 大学 74 名（前年度参考：64 大学 77 名）※2025 年 1 月 23 日現在 

２．分科会活動研究目的 

(分科会細則第２条(2)より) 

学生に焦点を当てた、キャリア発達、若者研究、相談・カウンセリング等就職支援業務

の研究 

３．年間活動テーマ キャリア支援に役立つ知識・技能の創造 

４．研究テーマ 

・若者研究 

・キャリア発達 

・相談・カウンセリング 

・キャリア支援（キャリア教育・就職支援） 

５．研究会の進め方 

・ゲストスピーカーによる講演（インプット）  

・会員相互によるグループ討議（アウトプット）  

・グループ討議内容を全体共有（シェアリング） 

 

６．年間活動計画 

 

▼その他の活動 

開 催 日 程 研 究 内 容 会 場（参加状況） 

第１回研究会 

５月２３日(金) 

13:00～18:00 

 テーマ講演会①  

１．2024 年度決算報告及び 2025 年度活動計画 

２．テーマ：「Z 世代のキャリア観について」 

講 師：長田 麻衣氏（株式会社 SHIBUYA109 エンタテイメント 

マーケティング部  SHIBUYA109lab.所長） 

３．グループワーク 

４．情報交換会 

専修大学 

神田キャンパス 

69 名/75 名 

92％ 

第２回研究会 

７月２5 日(金) 

13:00～17:00 

 テーマ講演会②  

１．テーマ：「大学のキャリアカウンセリング入門」 

講 師：網野 千文氏 

（特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会 専任講師） 

２．グループワーク 

東京農業大学 

世田谷キャンパス 

70/76 

92％ 

第３回研究会 

９月１2 日(金) 

13:00～17:00 

 テーマ講演会③  

１．テーマ：「働くということ。～能力主義を超えて～」 

講 師：勅使川原 真衣氏（おのみず株式会社 代表取締役社長） 

２．グループワーク 

  講 師：小笠原 祐司氏 

（立教大学グローバル・リーダーシップ・プログラム 兼任講師） 

駒澤大学 

駒沢キャンパス 

62/76 

82％ 

第 4 回研究会 

１１月２１日(金) 

12:30～16:30 

 テーマ講演会④  

第三分科会との合同研究会 

１．テーマ：「アンコンシャスバイアスを知る、気づく、対処する 

     ～ひとりひとりの学生の可能性が広がることをめざして～」 

講 師：守屋 智敬氏 

（一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所 代表理事） 

２．グループワーク 

オンライン 

Zoom 

57/75 

76％ 

第５回研究会 

１月２３日(金) 

13:00～18:00 

 テーマ講演会⑤   

１．定時総会（2025 年度活動報告及び 2026 年度活動計画） 

２．テーマ：「プロティアン・キャリア理論とキャリア支援」 

  講 師：久保内 晶子氏（一般社団法人プロティアン・キャリア協会） 

３．情報交換会 

明治大学 

駿河台キャンパス 

64/74 

86％ 
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7.運営体制 

 

以下、大学職業指導研究会分科会会則に基づき、選出する。 

 

■選出根拠（大学職業指導研究会分科会細則より抜粋） 

 

（運営委員長、運営副委員長および運営委員） 

第４条 分科会に運営委員長、運営副委員長および運営委員若干名を置く。 

２ 運営委員長、運営副委員長および運営委員は、分科会の会員の互選より選出する。 

 

■2025 年度 運営体制 

役職 氏名 かな 大学名 担当歴 

担当幹事 津村 穏令 つむら やすのり 大東文化大学 2024 年 4 月～ 

運営委員長 福田 清 ふくだ きよし 創価大学 2025 年 4 月～ 

副運営委員長 村井 謙介 むらい けんすけ 杏林大学 2025 年 4 月～ 

会計 落合 颯生 おちあい さつき 国士舘大学 2025 年 4 月～ 

運営委員 柴田 徹 しばた とおる 明治大学 2024 年 4 月～ 

運営委員 戸津 寛太 とつ かんた 専修大学 2024 年 4 月～ 

運営委員 小島 るみな こじま るみな 近畿大学 2024 年 4 月～ 

運営委員 大野 千尋 おおの ちひろ 大東文化大学 2024 年 4 月～ 

運営委員 谷川 咲織 たにかわ さおり 千葉商科大学 2025 年 4 月～ 

 

 

以上 

アンケート調査 

年間（5 月～1 月） 

各大学のキャリア教育・キャリア支援に関するアンケート調査を実施。 

アンケートの調査結果を各回の研究会で共有し、グループワークや情報

交換会等で活用する。 

Forms 


